
第６章 団長所感 

  
これまでのプロジェクト活動を評価 5 項目に基づき評価した結果は、合同評価レポートに取り
まとめたように総じて高いといえる。計画された活動が順調に実施されていると判断されること

から、2007年 8月のプロジェクト終了時には所期の目標は達成される見込みである。 
評価調査の中で、特に前向きな側面が顕著に見られたのは次の点である。 
① 何人かの農家は自らの二化性養蚕にかかる技術や資金調達に自信を持っている。 
② CSBのエキスパートは二化性養蚕技術の能力や継続的に技術移転活動をすることに自信を  
持っている。 

③ インド政府は、Catalytic Development Programme（CDP）の中で、二化性養蚕振興を優先的に    
扱う方針を決定し、農家のために飼育施設の建設、飼育用機材の購入、稚蚕飼育所の建設等

に対する支援を実施している。 
④ Bivoltine Cell Meetingsをほとんど毎月開催し、プロジェクトの進捗や問題点、取るべき対策  
など必要な情報を共有しており、CSBと DOSの連携はよい。 

⑤ 二化性養蚕対策室（Bivoltine Cell）と養蚕普及所（TSC）のカウンターパートは、CSB のエ 

キスパートと共に、Enlightenment Programmesや Group Discussion、Study Tourなど二化性養

蚕に対する理解と普及啓発に関する各種研修会を開催している。 
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付 属 資 料 

 

 

1． ミニッツ 

2． PDM2（和文） 

3． プロジェクト実施体制図 

4． 関連施設リスト及び位置図 
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